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宇都宮大学農学部附属演習林と栃木県環境森林部で協定書締結 

 宇都宮大学農学部附属演習林 

 

令和 5 年 3 月、栃木県において林業大学校設置（令和 6 年度開校）に伴いその実習場所の一部

として宇都宮大学農学部附属演習林（船生演習林）を利用することとなり、協定書を締結した。 
 実習内容は、当面は、植付（地拵え含む）、下刈り、枝打ち、間伐の実習地となる予定であるが、

今後は、伐採、高性能林業機械を使用した造材等の実習利用も検討していきたい。 

 
公開森林実習について 
 宇都宮大学農学部附属演習林では、令和 6 年度から全演協における公開森林実習開設に向けて

学内協議を進めている。 
 学内の意見を取り入れ、日光地域をフィールド利用した日光杉並木の保全や戦場ヶ原での森林

と環境について学ぶ他、船生演習林にて里山における食と住に重点を置いた実習を検討中である。 
 特に里山における食については、地域の食材や本学農場で産出された食材を利用した実習を検

討している。 

 
社会連携部を設置 
令和 5 年度より、演習林組織に社会連携部を設置し、外部との連携を強化することとした。こ

れに伴い経営部を「教育・経営部」へと変更し学内の演習林利用も促進していくこととなった。 


